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横
浜
の
旧
日
本
軍
施
設

日
本
軍
施
設
と
米
軍
施
設

戦
前
の
横
浜
に
は
、
戸
塚
区
・
磯
子
区
と

い
っ
た
南
部
を
中
心
に
、
郊
外
部
に
い
く
つ

か
の
大
き
な
日
本
軍
施
設
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
郊
外
部
の
軍
施
設
の
な
か
に
は
、

戦
後
接
収
さ
れ
、
米
軍
施
設
と
し
て
長
く
利

用
さ
れ
た
施
設
も
多
か
っ
た
。
最
近
返
還
さ

れ
た
深
谷
通
信
所
と
上
瀬
谷
通
信
施
設
や
、

す
で
に
返
還
さ
れ
た
田
奈
弾
薬
庫
・
大
船
倉

庫
地
区
・
富
岡
倉
庫
地
区
・
小
柴
貯
油
施
設

（
水
域
除
く
）、
未
返
還
の
池
子
住
宅
地
区

な
ど
は
、
い
ず
れ
も
元
日
本
軍
施
設
で
あ
る
。

『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
第
一
巻
下
（
横
浜
市
、

一
九
九
六
年
）
で
は
、
市
域
の
五
八
の
陸
海

軍
施
設
を
表
と
図
で
示
し
て
い
る
。
最
も
網

羅
的
な
一
覧
と
い
え
る
が
、
防
衛
省
所
蔵
の

資
料
や
、
各
地
域
の
郷
土
史
な
ど
様
々
な
資

料
・
文
献
を
ま
と
め
た
た
め
に
重
複
や
不
統

一
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
横
浜
市
内

に
お
け
る
日
本
軍
施
設
一
つ
ひ
と
つ
の
調
査

を
、
改
め
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

当
時
の
一
次
資
料
は
、
余
り
残
っ
て
い
な

い
。
防
衛
省
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
の
内
軍

施
設
の
状
況
を
示
す
も
の
は
、
戦
後
、
占
領

軍
の
進
駐
、
武
装
解
除
に
当
た
っ
て
、
日
本

軍
施
設
の
現
況
を
連
合
国
軍
に
報
告
し
た

「
引
渡
目
録
」
の
類
い
が
中
心
で
あ
る
。

そ
の
他
、
先
の
『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
の
表
の

元
に
も
な
っ
た
「
陸
海
軍
附
属
建
物
調
書
（
横

浜
市
）」
と
い
う
一
覧
表
が
、
戦
時
中
横
浜

市
長
だ
っ
た
半
井
清
の
資
料
に
残
さ
れ
て
い

る
（
横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
）。
作
成
者
や

時
期
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く「
引
渡
目
録
」

と
同
種
の
資
料
と
思
わ
れ
る
。
洩
れ
も
あ
る

が
、
当
時
の
市
内
日
本
軍
施
設
の
多
く
を
網

羅
し
て
い
る
。

今
回
は
、
軍
資
料
、
お
よ
び
地
元
の
郷
土

史
等
を
確
認
し
、市
内
軍
施
設
の
名
称
と
位
置
、

そ
し
て
戦
後
の
経
緯
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

主
な
三
〇
の
軍
施
設
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で

に
判
明
し
た
こ
と
を
表
に
ま
と
め
た
の
で
、

そ
れ
に
従
っ
て
見
て
い
く
。

連
合
艦
隊
司
令
部
と
田
奈
部
隊

港
北
区
に
は
、
連
合
艦
隊
司
令
部
と
田
奈

部
隊
等
が
あ
っ
た
。
日
吉
台
の
慶
応
大
学
を

中
心
と
す
る
一
帯
に
は
、
戦
争
末
期
海
軍
の

主
要
な
機
関
が
移
っ
て
き
た
。一
九
四
四（
昭

和
一
九
）
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
、
連
合

艦
隊
司
令
部
・
海
軍
総
隊
司
令
部
（
慶
応
大

学
）
の
他
、
海
軍
航
空
本
部
（
慶
応
大
学
）

や
艦
政
本
部
（
箕
輪
町
）
な
ど
が
移
転
し
て

き
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
県

立
歴
史
博
物
館
の
展
示
図
録
で
あ
る
『
陸
に

あ
が
っ
た
海
軍　

連
合
艦
隊
司
令
部
日
吉
地

下
壕
か
ら
み
た
太
平
洋
戦
争
』（
二
〇
一
五

年
）
に
詳
し
い
の
で
、
そ
ち
ら
に
譲
り
た
い
。

慶
応
大
学
は
戦
後
米
軍
に
接
収
さ
れ
、
一

九
五
七
（
昭
和
三
二
年
）
年
に
返
還
さ
れ
る

が
、
当
時
の
建
物
の
一
部
は
、
現
在
も
慶
応

大
学
の
校
舎
や
寮
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
な

お
、
慶
応
大
学
敷
地
内
に
は
他
に
も
軍
令
部

第
三
部
等
が
あ
り
、
日
吉
台
国
民
学
校
に
は

海
軍
省
人
事
局
功
績
調
査
部
、
太
尾
町
の
大

倉
山
記
念
館
に
海
軍
気
象
部
な
ど
、
港
北
区

内
に
は
様
々
な
海
軍
機
関
が
集
中
し
て
い
た
。

田
奈
部
隊
は
、
横
浜
で
は
少
数
派
の
陸
軍

の
施
設
で
あ
る
。
田
奈
部
隊
の
倉
庫
が
奈
良

町
に
、
陸
軍
兵
器
補
給
廠
の
倉
庫
と
宿
舎
が

恩
田
町
に
あ
っ
た
と
、
先
の
「
陸
海
軍
附
属

建
物
調
書
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、

東
京
陸
軍
兵
器
補
給
廠
の
施
設
で
あ
る
。

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
五
月
一
〇
日

付
の
、「
陸
密
第
八
七
八
号　

陸
軍
兵
器
補

給
廠
ノ
分
廠
ノ
名
称
及
位
置
ノ
件
達
」（
防

衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
公
開
、
以
下
と
く
に
断
ら
な
い
限

り
、
日
本
陸
海
軍
資
料
は
同
所
蔵
・
公
開
）

に
よ
れ
ば
、
施
設
名
は
東
京
陸
軍
兵
器
補
給

廠
田
奈
分
廠
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
・
三
九

年
頃
か
ら
用
地
買
収
が
始
ま
り
、
施
設
の
完

成
時
期
は
不
明
だ
が
、
一
九
四
〇
年
五
月
に

正
式
に
開
設
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

田
奈
部
隊
は
戦
後
米
軍
に
接
収
さ
れ
て
米

軍
田
奈
弾
薬
庫
と
な
り
、
一
九
六
〇
（
昭
和

三
五
）
年
に
返
還
さ
れ
た
後
、
一
九
六
五
年

に
こ
ど
も
の
国
が
開
園
、
現
在
に
至
る
。

田
奈
部
隊
に
つ
い
て
の
軍
資
料
は
少
な
い

が
、『
続　

田
奈
の
郷
土
誌
』（
一
九
六
六
年
）

が
、
開
設
か
ら
戦
後
の
接
収
に
至
る
ま
で
か

な
り
詳
し
く
記
述
し
、
関
連
文
献
の
基
本
と

な
っ
て
い
る
。
田
奈
と
恩
田
そ
れ
ぞ
れ
の
詳

細
な
配
置
図
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
今
の

と
こ
ろ
防
衛
省
で
は
同
種
の
図
は
見
当
た
ら

ず
、
同
書
掲
載
の
配
置
図
が
そ
の
後
の
様
々

な
文
献
等
で
も
援
用
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は

恩
田
の
図
面
に
つ
い
て
、「
終
戦
当
時
の
書

類
に
よ
る
」
と
記
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
地

元
関
係
者
の
手
元
に
残
さ
れ
た
図
面
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
の
文
献
と
し
て
は
、『
横
浜
緑
区

史　

通
史
編
』（
緑
区
史
刊
行
委
員
会
、
一

九
九
三
年
）
が
田
奈
部
隊
と
学
徒
勤
労
動
員

に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
酒

井
智
恵
子
『
田
奈
の
森
』（
近
代
文
芸
社
、

一
九
九
五
年
）
は
学
徒
勤
労
動
員
の
当
事
者

に
よ
る
証
言
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

横
浜
憲
兵
隊
と
横
浜
連
隊
区
司
令
部

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
山
下
町

を
中
心
に
様
々
な
海
軍
施
設
、
そ
の
他
本
土

防
衛
の
た
め
の
陸
軍
部
隊
が
各
地
に
配
置
さ

れ
た
が
、
戦
時
中
の
軍
施
設
に
は
不
明
な
点

が
多
い
。
こ
こ
で
は
、
比
較
的
経
緯
の
は
っ

き
り
し
て
い
る
横
浜
憲
兵
隊
と
横
浜
連
隊
区

司
令
部
の
み
を
取
り
上
げ
る
。

日
中
戦
争
開
戦
ま
で
、
横
浜
憲
兵
隊
だ
け

が
市
内
常
設
の
陸
軍
部
隊
で
あ
っ
た
。
一
九

二
五
（
大
正
一
四
）
年
六
月
に
中
区
宮
川
町

三
丁
目
に
新
庁
舎
が
で
き
、
一
九
四
二
（
昭

和
一
七
）年
九
月
に
山
下
町
に
移
転
し
た（
詳

し
く
は
吉
田
律
人
「
横
浜
憲
兵
隊
の
創
設
」

『
市
史
通
信
』
第
八
号
、
横
浜
市
史
資
料
室
、

二
〇
一
〇
年
七
月
三
一
日
参
照
）。

西
区
老
松
町
の
老
松
国
民
学
校
（
現
老
松

中
学
校
）
に
隣
接
し
て
、
横
浜
連
隊
区
司
令

部
が
あ
っ
た
。
一
九
四
一
年
四
月
六
月
に
、

開
庁
式
を
行
っ
て
い
る
（『
神
奈
川
県
新
聞
』

四
月
七
日
）。
連
隊
区
司
令
部
と
は
、
徴
兵
・

召
集
に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱
う
軍
の
機
関

で
あ
り
、
連
隊
の
部
隊
が
駐
屯
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
そ
の
庁
舎
等
の
配
置
図
は
、

同
司
令
部
の
「
引
継
目
録
」
に
添
付
さ
れ
て
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い
る
。
な
お
、
中
区
の
第
二
海
軍
技
術
廠
根

岸
実
験
室
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

旧
戸
塚
区
の
日
本
軍
施
設

旧
戸
塚
区
は
、
旧
磯
子
区
と
並
ん
で
海
軍

施
設
が
集
中
し
て
い
た
地
域
で
あ
る
。
そ
の

中
で
は
、
吉
田
町
に
あ
っ
た
軍
用
鍛
錬
馬
場

が
異
色
の
存
在
と
い
え
よ
う
。

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
以
来
競
馬
が
開

催
さ
れ
て
い
た
戸
塚
競
馬
場
は
、
戦
時
体
制

の
な
か
一
九
四
〇
年
に
軍
用
馬
を
育
成
す
る

た
め
の
軍
用
鍛
錬
馬
場
と
な
っ
た
。
一
九
四

二
年
に
競
馬
場
が
汲
沢
に
移
転
し
た
後
四
四

年
に
、
競
馬
場
跡
地
は
日
本
光
学
戸
塚
工
場

と
な
る
。
そ
し
て
、
戦
後
米
軍
に
接
収
さ
れ

て
Ｐ
Ｘ
中
央
倉
庫
と
な
り
、
一
九
五
八
（
昭

和
三
三
）
年
に
返
還
さ
れ
た
後
に
日
立
製
作

所
横
浜
工
場
と
な
っ
た
。
以
上
の
経
緯
は
、

大
橋
俊
雄
『
戸
塚
の
歴
史
』（
文
華
堂
書
店
、

一
九
八
七
年
）
お
よ
び
、
馬
の
博
物
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
学
芸
員
便
り
な
ど
に
よ
る
。

瀬
谷
町
（
現
瀬
谷
区
）
に
あ
っ
た
火
薬

庫
・
倉
庫
群
は
、
海
軍
軍
需
部
瀬
谷
火
薬
庫

と
第
二
海
軍
航
空
廠
瀬
谷
補
給
工
場
の
複
合

施
設
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
終
戦
時
に

於
け
る
横
須
賀
鎮
守
府
関
係
資
料
」（
防
衛

省
所
蔵
）
に
は
、
こ
の
両
施
設
が
併
記
さ
れ

て
い
る
。
第
二
海
軍
航
空
廠
は
、
海
軍
航
空

技
術
廠
（
一
九
三
九
年
改
称
）
の
前
身
で
あ

る
海
軍
航
空
廠
（
一
九
三
二
年
設
立
）
と
混

同
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
一
九
四
一
（
昭

和
一
六
）
年
九
月
に
新
た
に
制
定
さ
れ
た
海

軍
航
空
廠
令
に
基
づ
く
別
の
機
関
で
あ
る
。

第
二
海
軍
航
空
廠
は
木
更
津
に
本
部
が
あ

り
、
瀬
谷
は
そ
の
分
工
場
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
開
設
は
一
九
四
一
年
頃
と
考
え
ら
れ
る

が
、
一
方
の
軍
需
部
火
薬
庫
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
海
軍
軍
需
部
・
第
二

海
軍
航
空
廠
の
引
渡
目
録
に
、
そ
れ
ぞ
れ
施

設
配
置
図
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

横
浜
・
瀬
谷
地
図
く
ら
ぶ
『
地
図
で
辿
る

瀬
谷
の
移
り
変
わ
り
』（
二
〇
〇
四
年
）
は
、

こ
れ
ら
の
防
衛
省
の
資
料
も
ふ
ま
え
、
と
く

に
軍
用
鉄
道
（
引
込
線
）
に
つ
い
て
は
地
元

住
民
や
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
も
加
え
て
、

実
態
に
迫
っ
て
い
る
。
上
記
の
二
枚
の
配
置

図
を
合
成
し
、
瀬
谷
駅
（
現
相
鉄
線
）
か
ら

の
引
込
線
や
道
路
（
海
軍
道
路
）
も
含
む
周

辺
の
地
図
を
作
成
、
掲
載
し
て
い
る
。

瀬
谷
の
火
薬
庫
・
倉
庫
群
は
戦
後
接
収
さ

れ
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
に
い
っ
た

ん
解
除
さ
れ
た
が
、
一
九
五
一
年
に
再
接
収

横浜市の日本軍施設
No 区 現区 所在地 施設名 開設 米軍施設名 返還 現在

1

港北区

青葉区
奈良町 東京陸軍兵器補給廠田奈部隊

1940年
田奈弾薬倉庫 1960年 こどもの国

2 恩田町 東京陸軍兵器補給廠恩田倉庫

3

港北区

日吉町

連合艦隊司令部・海軍総隊司
令部 1944年9月29日

自動車修理学校・
慶応大学住宅地区 1957年 慶応大学

4 海軍航空本部 1945年

5 軍令部第三部

6 海軍省人事局 1945年2月

7 海軍東京警備隊第七分隊 1945年

8 日吉本町 海軍省人事局功績調査部 1944年9月10日 日吉台小学校

9 箕輪町 海軍艦政本部

10 太尾町 海軍気象部 1945年9月1日 大倉山記念館

11 西区 西区 老松町 横浜連隊区司令部 1941年4月6日 老松住宅

12
中区 中区

山下町 横浜憲兵隊本部 1942年9月 横浜地方合同庁舎

13 根岸台 第二海軍技術廠根岸実験室

14

戸塚区

瀬谷区 瀬谷町
横須賀海軍軍需部瀬谷火薬庫

上瀬谷通信施設 2015年6月30日
15 第二海軍航空廠瀬谷補給工場 1941年

16

泉区

中田町・和泉
町・深谷町 海軍東京通信隊戸塚分遣隊 深谷通信所 2014年6月30日

17 中田町 横須賀設営隊（横須賀海軍施
設部設営班、桑原部隊） 1944年 中田小学校

18 岡津町・ 
中田町 横須賀設営隊実習場 しらゆり公園周辺

19

戸塚区
原宿町

戸塚海軍病院 1943年 横浜医療センター

20 戸塚衛生学校 1945年4月1日

21 吉田町 軍用鍛練馬場 1940年2月27日 PX中央倉庫 日立製作所横浜研
究所他

22

栄区

笠間町
海軍燃料廠倉庫

23 横須賀海軍第一技術廠養成所 笠間住宅

24 小菅ヶ谷町 第一海軍燃料廠 1941年 大船倉庫地区 1971年2月
本郷中学校・柏陽
高校・神奈川県警
察学校　他

25

磯子区 金沢区

富岡町 横浜海軍航空隊 1937年3月27日 富岡倉庫地区
富岡総合公園・神
奈川県警機動隊・
富岡住宅

26 柴町 海軍軍需部柴燃料貯蔵場 小柴貯油施設 2005年12月14日

27 釜利谷町・ 
大川町

第一海軍技術廠支廠（海軍航
空技術廠支廠） 1941年4月

横浜市立大学・金
沢高校・総合車輌
製作所28 第二海軍技術廠

29

六浦町

海軍航空技術廠工員養成所 1933年 関東学院大学

30
海軍軍需部池子火薬庫地帯・
第二海軍航空廠横須賀補給工
場池子火薬庫

1942年 池子弾薬庫→池子
住宅地区

注：（1）「区」および「所在地」は、当時の区名と町名を示す。「現区」は現在の区を示した。（2）施設名は、当時の軍資料にみられる名
称に統一した。（3）「開設」の年月日は推定を含む。（4）「米軍施設名」は、代表的な施設名を示した。（5）「返還」の年月日は、横浜市
渉外部（現基地対策課）の資料に基づく。（6）「現在」には、特定できた現在の施設名等を示した。
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さ
れ
て
、
上
瀬
谷
通
信
施
設
（
米
海
軍
通
信

所
）
と
な
っ
た
（
横
浜
市
渉
外
部
『
横
浜
市

内
の
基
地
の
概
要
』
一
九
六
七
年
等
に
よ

る
）。
そ
の
後
、
同
施
設
周
辺
の
電
波
障
害

地
区
指
定
に
と
も
な
い
、
地
元
住
民
の
暮
ら

し
に
様
々
な
制
約
が
課
さ
れ
て
、
大
き
な
社

会
問
題
と
も
な
っ
た
が
、
二
〇
一
五
（
平
成

二
七
）
年
六
月
に
返
還
さ
れ
た
。

海
軍
通
信
隊
戸
塚
分
遣
隊
は
、「
陸
海
軍

附
属
建
物
調
書
」
お
よ
び
「
終
戦
時
に
於
け

る
横
須
賀
鎮
守
府
関
係
資
料
」
に
記
載
が
あ

る
。「
建
物
調
書
」
で
は
住
所
が
深
谷
町
・

汲
沢
町
（
現
戸
塚
区
）
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
本
部
な
ど
の
建
物
の
所
在
地
と
思
わ

れ
、通
信
施
設
は
主
に
中
田
町
・
和
泉
町（
現

泉
区
）
に
あ
っ
た
。

開
設
時
期
な
ど
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

『
い
ず
み　

い
ま
む
か
し　

泉
区
小
史
』（
泉

区
役
所
、
一
九
九
六
年
）
が
、
開
設
の
経
緯

に
触
れ
て
い
る
。
戦
後
接
収
さ
れ
、
米
海
軍

の
深
谷
通
信
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、

二
〇
一
四
年
六
月
に
返
還
さ
れ
た
。

戸
塚
海
軍
病
院
と
第
一
海
軍
燃
料
廠

原
宿
町
（
現
戸
塚
区
）
の
戸
塚
海
軍
病
院

お
よ
び
衛
生
学
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
陸
海
軍

附
属
建
物
調
書
」
と
「
終
戦
時
に
於
け
る
横

須
賀
鎮
守
府
関
係
資
料
」
に
記
載
が
あ
る
が
、

開
設
の
経
緯
な
ど
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
に
開
設
（
大

橋
俊
雄
『
戸
塚
の
歴
史
』）、
同
時
に
海
軍
軍

医
学
校
の
分
校
あ
る
い
は
練
習
部
を
置
き
、

こ
れ
を
後
に
戸
塚
海
軍
衛
生
学
校
と
し
て
独

立
さ
せ
た
と
さ
れ
る
（
海
軍
軍
医
学
校
戸
塚

一
期
会
『
海
ゆ
か
ば
』
一
九
七
六
年
）。
戸

塚
海
軍
病
院
と
衛
生
学
校
の
引
渡
目
録
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
図
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

赤
十
字
か
ら
派
遣
さ
れ
て
戸
塚
海
軍
病
院

に
戦
後
ま
で
勤
め
て
い
た
横
田
晴
江
さ
ん
が
、

体
験
手
記
を
残
し
て
お
り
、
戦
争
末
期
か
ら

戦
後
に
か
け
て
の
貴
重
な
証
言
と
な
っ
て
い

る
（
報
告
書
『
横
浜
の
戦
争　

市
民
と
兵
士

の
記
録
』
横
浜
市
史
資
料
室
、
二
〇
一
七
年

に
収
録
）。
そ
の
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る

が
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
九
月
、
米

軍
の
進
駐
に
と
も
な
い
、
病
院
施
設
は
一
時

桑
原
部
隊
跡
地
に
移
っ
た
。
元
の
戸
塚
海
軍

病
院
は
結
局
接
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
同
年

一
二
月
に
国
立
戸
塚
病
院
（
後
に
国
立
横
浜

病
院
、
国
立
病
院
横
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
）
と

し
て
再
開
し
た
。
こ
の
間
、
病
院
で
は
復
員

し
た
傷
病
兵
な
ど
を
収
容
し
た
。

桑
原
部
隊
と
は
、
横
須
賀
設
営
隊
（
横
須

賀
海
軍
施
設
部
設
営
班
）
の
こ
と
で
、
部
隊

長
桑
原
芳
樹
中
佐
の
名
を
取
っ
て
桑
原
部
隊

と
呼
ば
れ
た
。
中
田
町
に
本
部
と
兵
舎
が
あ

り
（
現
在
の
中
田
小
学
校
付
近
）、『
い
ず
み　

い
ま
む
か
し
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
四
年
に

開
隊
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
も
装
備
し
た
設

営
部
隊
だ
っ
た
よ
う
だ
。
本
部
か
ら
少
し
離

れ
て
、
中
田
町
か
ら
岡
津
町
に
か
け
て
の
広

大
な
土
地
（
現
在
の
し
ら
ゆ
り
公
園
一
帯
）

に
実
習
場
が
あ
っ
た
と
い
う
。

小
菅
ヶ
谷
町
（
現
栄
区
）
の
第
一
海
軍
燃

料
廠
に
つ
い
て
は
、『
栄
の
歴
史
』（
栄
区
役

所
地
域
振
興
課
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
し
い
。

燃
料
懇
話
会
『
日
本
海
軍
燃
料
史
』（
原
書

房
、
一
九
七
二
年
）
等
の
記
述
に
よ
る
と
、

山
口
県
徳
山
に
あ
っ
た
海
軍
燃
料
廠
の
航
空

機
燃
料
の
研
究
部
門
が
小
菅
ヶ
谷
町
に
移
転

し
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
四
月
二
一

日
の
改
組
に
よ
っ
て
第
一
海
軍
燃
料
廠
が
発

足
し
た
（
内
令
第
四
一
〇
号
、
内
令
と
は
海

軍
の
軍
令
）。
そ
の
詳
細
な
配
置
図
が
、『
日

本
海
軍
燃
料
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
接
収
さ
れ
て
米
軍
の
大
船
倉
庫
地
区

と
な
り
、
一
九
七
一
年
に
返
還
さ
れ
て
、
今

は
本
郷
中
学
校
・
柏
陽
高
校
・
神
奈
川
県
警

察
学
校
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

「
陸
海
軍
附
属
建
物
調
書
」
に
は
、
小
菅

ヶ
谷
町
の
他
に
笠
間
町
に
燃
料
廠
倉
庫
や
第

一
海
軍
技
術
廠
養
成
所
な
ど
の
施
設
が
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
第
一
海
軍
燃
料
廠
を
中

心
と
し
た
海
軍
施
設
に
つ
い
て
は
、
菊
田
清

一
『
第
一
海
軍
燃
料
廠
と
そ
の
周
辺
の
戦
争

遺
跡
』（
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
大
船
駅
北
側
の
鉄
道
線
路
東
側

に
燃
料
廠
の
倉
庫
が
あ
り
、
そ
の
北
、
現
在

の
笠
間
住
宅
付
近
に
第
一
海
軍
技
術
廠
養
成

所
が
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
鎌
倉
市
大

船
町
の
現
鎌
倉
女
子
大
学
中
等
部
・
高
等
部

に
は
、「
海
軍
主
要
官
衙
部
隊
一
覧
表
」（
防

衛
省
所
蔵
）
に
も
記
載
の
あ
る
第
一
海
軍
燃

料
廠
第
三
海
軍
技
手
養
成
所
が
あ
っ
た
。

横
浜
海
軍
航
空
隊

最
後
に
、
海
軍
施
設
が
最
も
集
中
し
て
い

た
旧
磯
子
区
、
現
金
沢
区
の
日
本
軍
施
設
に

つ
い
て
見
て
い
く
。

こ
の
地
域
の
軍
施
設
に
つ
い
て
は
、
横
浜

金
沢
の
戦
跡
を
調
査
す
る
会
『
横
浜
金
沢
の

戦
跡
』（
二
〇
一
二
年
）
の
他
、
葛
城
峻
氏

が
精
力
的
な
調
査
を
行
い
、
講
座
等
で
紹
介

し
て
い
る
（
講
座
資
料
の
「
横
浜
南
部
の
戦

争
遺
跡
を
め
ぐ
っ
て
（
稿
）」
等
は
横
浜
市

の
図
書
館
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
）。

ま
た
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
の
展
示
図
録

『
目
で
み
る
近
代
の
金
沢
』（
二
〇
〇
三
年
）

は
、
貴
重
な
資
料
や
写
真
を
図
版
で
紹
介
し

て
お
り
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
る
。

日
中
戦
争
前
の
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）

年
一
〇
月
、
富
岡
町
に
横
浜
海
軍
航
空
隊
が

開
設
さ
れ
た
。
同
部
隊
は
、
日
本
で
最
初
の

飛
行
艇
部
隊
で
あ
っ
た
。
開
設
ま
で
の
経
緯

が
、
新
聞
記
事
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

横
浜
海
軍
航
空
隊
の
開
設
は
、
一
九
三
四
年

に
さ
か
の
ぼ
り
、
一
一
月
一
〇
日
に
富
岡
で

起
工
式
が
行
わ
れ
た
（『
横
浜
貿
易
新
報
』

一
一
月
一
〇
日
・
一
一
日
、『
読
売
新
聞
』

一
一
月
一
〇
日
・
一
一
日
）。

二
年
後
の
三
六
年
一
〇
月
一
日
、
現
金
沢

区
域
が
横
浜
市
に
編
入
さ
れ
た
日
、
横
浜
海

軍
航
空
隊
の
開
隊
式
が
開
催
さ
れ
た
。
同
日

付
で
初
代
司
令
官
に
任
命
さ
れ
た
加
藤
尚
雄

大
佐
に
よ
っ
て
軍
艦
旗
が
掲
揚
さ
れ
、
初
飛

行
も
行
わ
れ
た
（『
読
売
新
聞
』
九
月
二
九
日
、

『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
〇
月
一
日
、『
横
浜

貿
易
新
報
』
一
〇
月
一
日
・
二
日
）。

開
隊
時
に
庁
舎
は
で
き
て
い
た
よ
う
だ
が
、

そ
の
他
施
設
の
工
事
は
続
き
、
翌
一
九
三
七

年
三
月
二
七
日
に
よ
う
や
く
竣
工
式
を
迎
え

た
。
竣
工
式
は
、
今
も
残
る
大
格
納
庫
（
現

神
奈
川
県
警
察
第
一
機
動
隊
構
内
、
写
真
参

照
）
で
開
か
れ
、
小
学
生
の
旗
行
列
が
行
わ

れ
る
な
ど
町
を
挙
げ
て
の
祝
賀
行
事
と
な
っ

た
（『
読
売
新
聞
』
三
月
二
六
日
・
二
八
日
、
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『
東
京
朝
日
新
聞
』
三
月
二
六
日
・
二
八
日
）。

地
元
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
施
設
と
し
て

は
こ
の
日
が
本
格
的
な
開
設
と
い
っ
て
も
よ

い
だ
ろ
う
。
な
お
、
横
浜
市
史
資
料
室
『
紀

要
』
第
七
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）
に
掲
載

し
た
論
文
「
兵
士
と
な
っ
た
市
民
の
戦
争
体

験
¦
都
市
横
浜
の
戦
争
」
で
、
不
注
意
に
よ

り
横
浜
海
軍
航
空
隊
の
開
設
時
期
を
誤
っ
て

記
し
た
の
で
、
こ
こ
で
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

横
浜
海
軍
航
空
隊
は
、
太
平
洋
戦
争
開
戦

に
と
も
な
い
南
方
に
派
遣
さ
れ
、
一
九
四
二

年
八
月
に
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
ツ
ラ
ギ
島
で
玉

砕
し
た
。
そ
の
後
再
編
さ
れ
て
、
同
年
一
一

月
一
日
に
は
第
八
〇
一
海
軍
航
空
隊
と
改
称

さ
れ
る
。
一
九
四
五
年
に
入
る
と
、
残
存
飛

行
艇
も
香
川
県
の
詫
間
海
軍
航
空
隊
に
移
さ

れ
、
横
浜
海
軍
航
空
隊
の
施
設
は
ほ
と
ん
ど

機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

戦
後
、
米
軍
は
横
浜
海
軍
航
空
隊
を
接
収

し
、
富
岡
倉
庫
地
区
と
し
て
長
く
使
用
し
た
。

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
二
月
に
返
還
さ

れ
た
後
は
、
富
岡
総
合
公
園
の
他
、
神
奈
川

県
警
察
第
一
機
動
隊
・
富
岡
住
宅
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。
富
岡
総
合
公
園
内
に
は
、
元
の

隊
門
が
残
り
、
浜
空
神
社
や
浜
空
の
碑
が
あ

り
、
碑
文
に
は
横
浜
海
軍
航
空
隊
の
歩
み
も

記
さ
れ
て
い
る
。

海
軍
航
空
技
術
廠
支
廠

金
沢
八
景
駅
近
く
の
釜
利
谷
町
か
ら
大
川

町
に
か
け
て
、
か
つ
て
海
軍
航
空
技
術
廠
支

廠
が
あ
っ
た
。
海
軍
航
空
技
術
廠
は
、
一
九

三
二
（
昭
和
七
）
年
、
海
軍
航
空
廠
と
し
て

横
須
賀
に
開
設
さ
れ
、
航
空
機
や
エ
ン
ジ
ン

な
ど
の
研
究
・
開
発
に
当
た
っ
て
い
た
（
空

技
廠
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、『
新
横
須
賀
市
史　

別
編　

軍
事
』
横
須
賀
市
、
二
〇
一
二
年
参

照
）。
そ
の
後
、
一
九
三
九
年
四
月
に
海
軍

航
空
技
術
廠
と
改
称
し
、
日
中
戦
争
後
の
拡

充
の
結
果
、
一
九
四
一
年
四
月
釜
利
谷
に
支

廠
が
開
設
さ
れ
た
。

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
二
月
に
海
軍

航
空
技
術
廠
は
第
一
海
軍
技
術
廠
と
な
り
、

支
廠
も
同
支
廠
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
と

は
別
に
新
た
に
第
二
海
軍
技
術
廠
が
組
織
さ

れ
、
そ
の
本
部
は
支
廠
内
に
置
か
れ
た
。
中

区
根
岸
台
の
根
岸
競
馬
場
一
等
馬
見
所
内
に

あ
っ
た
と
い
う
根
岸
実
験
室
は
、
こ
の
第
二

海
軍
技
術
廠
の
付
属
施
設
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
海
軍
航
空
技
術
廠
付
属
の
施
設

と
し
て
、
六
浦
町
の
海
側
に
工
員
養
成
所
が

あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
、
海
軍
航
空
廠
教
習

所
と
し
て
開
設
、
海
軍
航
空
技
術
廠
へ
の
改

称
に
と
も
な
い
工
員
養
成
所
と
な
っ
た
。

第
一
海
軍
技
術
廠
と
第
二
海
軍
技
術

廠
・
根
岸
実
験
室
の
配
置
図
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
引
渡
目
録
に
添
付
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
、

根
岸
競
馬
場
を
除
く
施
設
は
接
収
を
免
れ
て

払
い
下
げ
ら
れ
、
支
廠
の
敷
地
に
は
横
浜
市

立
大
学
・
金
沢
高
校
・
東
急
車
輌
（
現
在
は

総
合
車
輌
製
作
所
）
な
ど
が
入
り
、
工
員
養

成
所
は
関
東
学
院
に
引
き
継
が
れ
た
。

六
浦
町
の
内
陸
側
、
逗
子
市
に
ま
た
が
っ

て
海
軍
の
池
子
火
薬
庫
地
帯
が
あ
っ
た
。
戦

後
米
軍
に
接
収
さ
れ
て
池
子
弾
薬
庫
と
し
て

使
用
さ
れ
、
現
在
は
池
子
住
宅
地
区
と
な
っ

て
い
る
。
市
内
の
未
返
還
地
区
の
一
つ
で
あ

る
。
池
子
火
薬
庫
地
帯
の
配
置
図
が
、
海
軍

軍
需
部
お
よ
び
第
二
海
軍
航
空
廠
の
引
渡
目

録
に
添
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
軍
需
部

火
薬
庫
と
横
須
賀
補
給
工
場
池
子
火
薬
庫
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
の
施
設
が
併

存
し
て
い
た
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。

逗
子
市
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
八
年

頃
か
ら
軍
需
部
火
薬
庫
の
た
め
の
用
地
買
収

が
始
ま
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
横
浜
市
側
に

は
谷
戸
田
注
填
所
が
あ
っ
た
と
す
る
文
献
も

あ
る
が
、
軍
資
料
に
谷
戸
田
注
填
所
と
い
う

名
称
は
で
て
こ
な
い
（
横
須
賀
海
軍
工
廠
造

兵
部
の
谷
戸
田
宿
舎
は
確
認
で
き
る
）。

柴
町
の
海
岸
近
く
（
埋
立
前
）
に
は
、
海

軍
軍
需
部
の
柴
燃
料
貯
蔵
場
が
あ
っ
た
。
一

九
三
六
年
頃
に
土
地
の
買
収
が
あ
り
（『
横

浜
貿
易
新
報
』
一
二
月
一
二
日
）、
そ
の
後

開
設
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
軍
需
部
の
引
渡

目
録
に
配
置
図
が
あ
る
。
戦
後
米
軍
に
接
収

さ
れ
て
小
柴
貯
油
施
設
と
な
り
、
陸
地
部
は

二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
一
二
月
に
返
還

さ
れ
た
。

こ
の
他
に
、
今
回
は
詳
細
が
不
明
な
た
め

紹
介
し
な
か
っ
た
施
設
も
多
い
。
な
か
で
も
、

太
平
洋
戦
争
後
に
海
軍
軍
需
部
の
施
設
や
分

散
倉
庫
が
横
浜
市
内
各
地
に
設
け
ら
れ
た
が
、

そ
の
実
態
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

海
軍
の
第
二
二
戦
隊
と
横
浜
港
湾
警
備
隊
、

陸
軍
の
横
浜
警
備
部
隊
な
ど
は
、
部
隊
と
し

て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
部
の
所
在

地
な
ど
施
設
に
つ
い
て
は
ま
だ
詳
細
が
確
認

で
き
ず
、
今
回
は
触
れ
な
か
っ
た
。
い
ず
れ

も
今
後
の
課
題
と
し
、
調
査
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。

�

（
羽
田
博
昭
）

元横浜海軍航空隊の格納庫　神奈川県警察第一機動隊構内

格納庫の屋根を支える巨大な支柱（左）と鉄骨


